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 本論文は全 7章から構成されている。 











































































































３．プレロマン建築（プレロマネスク建築）である S. Salvador de Valdediosを描いた
大江の自筆スケッチに注目し、大江がスケッチ上で行なった操作の検証を通して、大
江が歴史に対峙する際に抱いていたロマン主義的建築観の一端を明らかとしている。 
４．大江の実質的な処女作である「法政大学市ヶ谷キャンパス計画」（1953-1958）の
5 
 
一次資料を網羅的に蒐集・分析することで、その設計過程を考証し、実作における〈混
在併存〉の原理の端緒が同作に見出だせることを明らかにしている。また同作の設計
過程は、大江個人のみならず、戦後の日本近代建築が辿った変化を体現している点で
重要であることを指摘している。 
 
 以上、本論文は、大江宏の建築観の分析を通じて、日本近代の建築における近代主
義受容の特質の一端を明らかとしており、建築歴史・意匠に関する研究の発展に寄与
するものである。よって、本審査小委員会は全会一致をもって提出論文が博士（工学）
の学位に値するという結論に達した。 
